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ハナビラタケは、初夏から秋にかけてマツなどの根
元や切り株に発生します。子実体は独特の形状をし
ており、食感や風味も優れていることから、他のき
のこ類との差別化が容易です。
また、他のきのこ類と比べて高い温度で子実体の発
生が可能なため、空調施設栽培において夏場の電力
削減が可能です。
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◆ ハナビラタケ栽培工程（空調栽培）◆

培地作製 袋詰め 殺菌 放冷・接種

カラマツおが粉に飼料用大麦
等の栄養体、菌糸活性材を混
合し、含水率を68％前後に調
整します。

培地内の温度を118℃以上で1
時間程度維持し、培地内の害
菌を殺菌します。

クリーンな条件下で1晩放冷
した後、ハナビラタケ種菌
を接種します。

1日1日

ポリプロピレン製の袋に培地
を2.0㎏程度詰めます。

発生処理 発生 収穫・出荷

袋内で十分に菌糸塊が発達し
た菌床を発生室に移動し、袋
の上部を切り離します。

培養

温度20～24℃、湿度70％程
度の明条件下で2カ月程度培
養します。

2ヶ月程度 1日 1日

接種から収穫までの期間は70
日前後で、子実体の発生量は
1菌床（2.0kg）あたり600g
程度です。

温度20℃、湿度98％前後の明
条件下できのこの生育を促し
ます。

種菌の種類によって、発生量、栽培期間等は異なります。


